教育特区研究開発学校・文部科学省教育研究開発学校
第3回　英智公開研究会（最終案内）
ご　　案　　内
聖ウルスラ学院英智小・中学校

　校長　伊藤　宣子

全国各地において、かけがえのない子どもたちの幸せを願って教育に関わられておられる多くの皆様方をお迎えし、子どもたちの「豊かな育ち」のために学びあいたいと、今年も「英智公開研究会」を開催することになりました。
本学院は、聖ウルスラ学院英智の初等・中等12年間の教育活動を様々な面から検証し、自称「英智教育改革の風」を起し、「みやぎ私立学校教育特区」小・中学校9年間一貫教育の研究開発学校として今年で3年目を迎えております。今年は加えて、本校独自に再編した教育課程「言語と国際性」の分野に焦点を当てた「言語技術の教育」において、文部科学省から研究開発学校に指定されました。このことに感謝しつつ、その責務の重要性をしっかり認識しつつ研鑽に励む日々でございます。

今年度の公開研究会のテーマ「表現力と思考力の育成を目指す言語技術の教育」の実践は、まだまだ未完成ではございますが、ご来場の皆様のご批正を頂けますようご案内申し上げます。更に、シンポジウムは大変期待の大きい「学び」の場と存じますので、ご来場の皆様と共に学びの時間を持てますことを楽しみに、ご案内申し上げます。
 
１．            実施日時　
　　　　　平成19年12月1日（土）
　　受付開始：　９：５０　　　終了：１６：３０
２．           公開研究会のテーマ　
　　　　　「表現力と思考力の育成を目指す言語技術の教育」
３．            主催　　　　　学校法人　聖ウルスラ学院英智小・中学校
４．            後援　　　　　宮城県　宮城県教育委員会　仙台市教育委員会
５．            実施場所　　　聖ウルスラ学院英智小・中学校
                          　　一本杉キャンパス
６．            実施規模　　　参加者　およそ２００名
７．            参加費　　　　1,000円（資料代を含む）　
　　　　　　　　＜ご希望の方は昼食代別途1,000円＞
８．            当日のスケジュール
 

　　　　　　　受　　　　付　　　　　　　　　　　　　　　　　9：50　から
　　　　　　　授　業　(１)　　　　　　　　　　　　　　　　 10：20　から　11：05
　　　　　　　授　業　(２)　　　　　　　　　　　　　　　　 11：15　から　12：00
　　　　　　　昼食・校内見学・ポスターセッション　12：00　から　13：20
　　　　　　　研究協議会(分科会)　　　　　　　　　  13：20　から　14：30
　　　　　　　シンポジウム　　　　　　　　　　　　　  　14：40　から　16：30
◎　研究授業

	分野
	教　科
	学年／授業者
	ねらい／（授業者の思い）
	単　元／教　材

	言語と国際性

	言語技術
	Ｆステージ1年
（小学1年）

Ａ組　19 名　　　　

上石順子
	絵本の読み聞かせの前に、その挿絵により絵の分析を行うことで、物語の中で起こったことの因果関係を正確につかむ力を身につける。
	単元:
絵の分析をしよう

教材：

  ふしぎなよるの

こびとたち

	
	
	
	絵の分析をすることで、対象をよく理解し、様々な情報をうけ取り、再発信する力を身につけさせたい。また意見発表の際、「結論-理由」の話型を使うこともねらいとしたい。
	

	
	
	Ｓステージ７年
（中学１年）

Ａ組　25名

遠藤いづみ　　

　　
	言語技術で学んだ物語の構造や文章の分析の方法などを活かして、小説を読解する力を身につける。
	単元:
　主題を考えよう

教材：

『少年の日の思い出』

(ヘルマン・ヘッセ　　　　　高橋健二訳)

	
	
	
	言語技術の時間で学んだことが、国語教材にも活かせることを実感させることによって、技術の定着と応用を図りたい。
	

	
	
	指導助言者（分科会）　文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課長　常盤　豊氏
つくば言語技術教育研究所所長　　　　　　三森ゆりか氏

	
	英　　
語
	Ｆステージ４年
（小学４年）

Ａ組　24名

木村侑香子

Simon Dew
	・     物語を集中して聞き、知らない表現や単語の意味を推測して、内容を理解できるように努力する姿勢を育てる。
・     英語での会話を2往復以上つなげられるようにする。

・     気持ちをこめてきれいな発音で、物語の暗唱や歌を歌えるようにする。
	単元:
　会話をつなげよう

教材：
　未定

	
	
	
	英語で表現し、伝え合えることの喜びを実感して欲しい。
	

	
	
	Ｔステージ８年
（中学２年）

Ｂgr　18名

水野節子
	・     To encourage students to explain the reason for their hopes, preferences, opinions and so on.

・     To improve their listening and speaking skills. 

・     To give them an opportunity to get to know more about other countries.
	教材：
TREASURE２
(Z-KAI)

Lesson 11

「The Largest

Country in the

World」


	
	
	
	Teachers wish that students would learn how to have better communication in English and gain more interest in different cultures.
	

	
	
	指導助言者（分科会）　宮城教育大学准教授　　佐々木ゆり氏


◎　ポスターセッション

	
	教　科
	研究発表テーマ
	内　　　容

	価値
と
規範
	宗教
	より豊かな生き方を求めて
―キリスト教的な価値観に基づく

宗教・道徳の相関カリキュラムの

深化をめざして―
	(1)英智版道徳教育のカリキュラム
(2)Ｆ３年生宗教と道徳の授業実践例

　（事前・事後研修の様子も含めて）

	
	道徳
	
	

	言
語
と
国
際
性
	国語
	「論理性」と「情感」を育む英智の国語教育―言語技術に基づき「読解力（リーディングリテラシー）」を伸ばす―
	(1)音読・暗誦指導の実践例
(2)言語技術を取り入れた指導の実践例

	
	言語技術
	「言語技術科」学習指導要領と
9年間のカリキュラムの構築

―言語技術科でどんな力をつけるのか―
	(1)読書へのアニマシオンの実践例
(2)再話で書く力はどう伸びたか

(3)絵の分析の授業結果

	
	英語
	First Step to Ａ Logical Mind 
――論理的に考え、表現する力を育む土台づくり――　
	(1)自分の気持ちや行動・希望などを、理由を示して述べる指導実践例
(2)情報の要点を適切に捉える指導実践例
(3)物語のcontextや登場人物の関係を適切に捉える指導実践例

	人　間
	保健体育
	「体力」「気力」を育てる保健体育
	(1)保健体育科小・中一貫カリキュラム
(2)武道3年目の授業の様子(ビデオ)

(3)体力テストと生活環境の関わり

	
	音楽
	読譜力の実態と実践報告
	(1)Ｓ７年生での読譜力の実態調査
(2)Ｓ７年生での授業の実践報告

(3)仮説、及びこれからの展望

	
	図工美術
	子どもの作品を創造的にするには
	(1)名画からの読み取りを、自作品に反映させ
る。
(2)Ｆ２年生、Ｆ４年生での実践例

	
	書道
	書の表現・鑑賞・知識を学ぶ
	・     書の基本(用具用材・筆洗い・漢字の書・仮名の書)について、作品展示
・     古典について、古典を書いた人について、調べたものの展示と作品展示

・     落款印と押印したものの展示

	科　学
	社会
	理科教材と社会科教材を融合した学習の深化
　課題「地球の生き物と暮らし・

生き物の暮らしと環境」
	「人々の暮らしと環境」の、“自動車交通の排気ガス”について学習した内容を展示する。

	
	技術家庭
	
	人々の暮らしと環境から、「衣・食・住」のうち、特に“食”について学習を深める。

	
	理科
	
	「人々の暮らしと環境」の、“酸素と二酸化炭素”についての学習内容を展示する。

	数と量
	算数数学
	数とことばのつながりを感じる学び！　　
――文章から式をつくる楽しさ――
	(1)ことばとのつながりを意識した
授業の実践例

(2)９年間のカリキュラム

(3)実践から見えてきたこと


　　　　　　　　　　　　　　　　　
◎    シンポジウム
「ことばの力を通して確かな学力の定着を図る」　　　　　
　
シンポジスト　　　　 
 
つくば言語技術教育研究所所長　　　　　三森　ゆりか氏
 

文部科学省初等中等教育局
    初等中等教育企画課長　　               常盤　豊　　氏
 

兵庫教育大学学長　聖ウルスラ学院理事長
  　中央教育審議会副会長　　　　　　　梶田　叡一　
 

聖ウルスラ学院英智小中高等学校
    教育顧問                   　　　鈴鴨　清美　
 

コーディネーター
 

聖ウルスラ学院英智小・中学校
    副校長                   　　　　金澤　孝夫
　　　
過去２回、大変好評を頂いたシンポジウムです。今回は昨年のメンバーに新たに三森ゆりか先生をシンポジストとしてお迎えします。欧米の国語に当たる「Language Arts」を母体に独自の「言語技術教育」を展開し、日本の教育界に新風を巻き起こしておられる三森先生の舌鋒に酔いしれつつ、日本の教育に課された問題に向き合います。どうぞ、お楽しみに。
 
